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¶耶職世相即日Ly -¶印LP ''tⅦ湖抑岬I wll-い'叫槻弧脚mWll.判:I;リ【 lfmL耶d

全国雁原病友の金光漆適文辞
刺2匡暦象ヒ医療親藩倉のご案内

lJILEJ　, …I J■　r　…･, ･MIr"LE肋鮎,一･LrlWEl･IrH･ .川…frlEf仙　rMF"1 H"lTm"

-昇で巌む過ごし易し季節を迎え.皆さん机､かが133過ごL,

で'すが.

今考古友L7)金光涛遁賓部の総合を師匪↓たしますqハガ考了

もお知らせしましたよ引二.今軌離孝のニ-t:コで思し､きり白

熱凍れ新鮮な空気を吸って.美味しし､糊を食べて過ごし

7:し､と思しlます.

また･挽両先生.中井先生を迎えてG7虜燕講演食む予定して

おります.

6･J耳の総会ととまひL,嘩違った集し､にご期終下さし､.

軌不飛電7gJ -/jL､て甘下記まで

Ol'/ (S/2)3233　長谷Jtl

一一総会寒行-･呑葵一同-

◇と　き･' 8召和60卑6月8日(土)～9日(ej)

◇ところ:ペ-/=/ヨー/　ヤムぺム小

･紅郷ニセコ町字ニセコ482 - I

昏o/365'-8- 2078

-　/　~~



◇プログラム

I.牙i2匡磯節礁会議孝

1 ) B取結?耳屠活動勲章

決鰍洛

戯十鮭を孝絡

2j噺｡613卑壕諮敷石利一及び孝虜

3)昭和占0鳥壕.授産嵐'ii叔び強拶

4･)その水望

正　直承講演倉(テーマ及び藷師j

D ｢大願僚頭頗死の親水.

北大病院オ2内科Jl_k川ee,-D先生

o ｢腐塀婦L=釦で頻額艇水.

動医翻し慣B:殊病賦内対　中東虜寵先買

◇勿[横につし､て　　宿泊費　t泊2/釦寸6000円

交通費雁費の半額錦町

◇辞し丸み二つLlて　参的存留G'Jl方は･同封切ハガキ7意

月25日透にお出し下さLl｡
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剰藤地区回囲固
T.カ^ ~

を終えて　- ･
-釧路　堀部小夜子-

煮る3月3日(日)孝紬0時より.身障市砲鞘二かはす釧路
~覇だ合衛廷センタ-｣∴於し､了.友の会釧観直の交流会.禰談

合就縛G)て開かれ飢ノた｡

講潮毎中井先生を囲み.遠くは汽牽て･憐間以上Z,,相,)

て凍細た方t,おられ選者.穿族の方.顔フせて/吉名ほとの雷

勧化Ttlj.新2線間.多食を費にしなから親し<密談Llたし

ました.

出席者の中-Z∴席原病と･filてし､る動3/OAほど71.残りの

動ま病名がは-さLJしてし､なし.方々だっTこよう7･す.そCh為.

67如病気が何てあるか者輝7･yJIL､不安を訴えられており

音Lr,-又.朝風こLま帝日医がおりませんの71.霧翻楯山て

LlるプL,ドニ-/の者について.詳し<中耳菟生にお牌さしてし､

ろオむし､らっしゃし､ました｡

願病の病気Li.患者扶!んが異っTl滋味､葛藤を断る

ので､それぞyt酔えることも凍ってさま耳Qやむ.ハンデンを

背負ってい利中間な切てす2碑聞命切時間%,停しみつつ.し､

ろLlろなことを誇り谷った､Lィ朝頓､､でした.医師と唐桑を超

え､人周の度が溢れてLlた中井発生の勝れ､柵.､劇勝の

鹿着の大きな勧みと有りました.
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剰路の涙の合しi t昨年衛足したばかりですこの殖鹸･魂

演倉を磯に新しし潮間を知ることむできました｡より禿突し

た食へと願っております.

凝棟に新)iしたが.交流会を当斬開催官ることに劫

下さし､まし7欄の境線.そして中井蒐生l二/LtjtよE)お礼申し上

し十ます.

∇▼当Elの主な相談の内各です｡

B>娘の二と7Lすれ虜頑が白'なり沃んT-:,4Jと広がっ

ていく戸国府腰の発皮雇~につし､てお節がピ下さし､ ｡

■

非常に弓巧ーし噸希任の動莞症は老Lt方L -jP<.谷身性の

強援#_とは全く嬉し､ま′れこれ才.あとを宛字なし､7:t浴jc

方もいますがt PAPくの場創錦筑o)遡行が止まってbあと

が殉りますD凝紅色が白く7/ってたんf三んと皮下月掛＼

なく射)ますの7. <ほみが出井ますo止まってしまえは

あとLd馨形%街をする方法があります｡しかし.し.つ頗止

まるかが難しくjとし､たし､2 -3年で止まる方か//PL､よう

7㌧止まると. /牟はさ外し､に饗形触できるの7･_あま

り閉軌まなし､ tl写しlます.これJ受身69な所見が端ませ^

のて･.ほとんど席麻縄管理されるのが脅してす｡

a,御感云するか.
¢



-鮒にし､ってなし､ヒ言われてし､ます. 7-J三一nの家系

の中て燭蘇病がで碗闇路(伽L鯛をしますと.

全く燭厚顔o)tJL壕如ある家系を廉d'て.そこから豹突.

務ま7･願病の患者が生まれる頻衝ま.勝原病のし､る家系

の方がれ高し､ですが菜はありません｡あまり遺伝は柳系

してなし､と考えて戻し､ヒIEgu･し､ます.

B> sLEでザし尿雛が即し､ますが･ 70レドニソ/瑚魚雷

用してLtます4 -線7･5柳二減らしまLT=が思わしく7t<,

また/S極に別ました｡稚拷孝ヒL,7のみ続けた場合劇

作粥が杷顔三です.

B> sLEの須藤ヒして副腎牌ホ成-,を斬場合･ます

とうし､う症味がある利二よって新田蔓が求まりますb原審

白かある虜釦ま.満席して尿蛋白が徐任になったところ(叫大

熊を3+てステロイドを滅'らLます顔後に.ある憂て病疾

碑成られてし､ろがどうがて維持者が決まりま1.この寮

は初回督一減らし方_錐梓蚤_この3つが非常に難しし､と

ころです.

B>リウマチのステロイ悌法につし､7

秒象印狛碑空し､のが針と思し､まTg･りウマチの冶

i/.亨浩に/)し､てはたくさんあり.し.ろんを栗bあります.満
-　∫　-

r-



ベてを便ってむ, TJみ7tib栗がなし場合だけステワイドを'y-

壕硬L tますが.最初23,ら便う棄て･ほありませJL.

B> sLE西畑離し怖いJlむ70-80捕り､ここ(0#

間変わりませんp把の轟勤ま異動ヾなしIG)て/じ配しtら7fL､､

と垂当の先生に言われますが気lJ/dTL]ま甥e

EL

El

こうし､う方は結構いま且合一く穂に異乾73VJ<とも.良

沈T-lLllが先番する八むし･ます｡ S L Eの成合.血究乙大切

7才が.把の触＼正常化725)ろ方が留まし<.補体. D

NA/a:どが正常なら血沈が少し下がってb ､以斉払,らそう

7あれiLL/じ西己ノす為ことはなしtと,e L､ます｡

B, i)ウマチ珂示･血液撃･7･Lfりウマチ邪が下意せん

このようなことはあるの7才か｡

B,釦ま1･かれ､リウマチの3割刺ウマチ双が苧
まゼん.

B>兼九､7物病気仰ノ言うねると何か勃るの7･

上叱考えてしまLl盲鞄ヾ.食べ軌頚虜､生渚上の浅竜泉

7/どを･ ･

B>願病にtJったきっ机丁とし､うのL嘘が凍って･ SL

Eの虜倉.日光.顔好.死顔.tG産､ =うLlうことが沸囲

となLJま号｡舶T-封7ほ病気にJd:らす/好一す源因t,あE)
も



ま考｡原田プラス断て席気が7てきます.身体L:酵稀顎

兼がなく7J.tる時.御座カが落ちてLlる暗.すべての粛

風雅こりゃ甘し豆いえます.気久搾刀が充実してし､る

痔は承知強弓こりにくLLとし辛れてし､ます｡

釧路地区国囲囲璃園を解えて･･･ ,

3月3日(Ej)釧園帝解合福祉センターにかし､て.北海適難

病連との共励-Jる座頭講演餌開かれました. (勧〔虜40&)

演執ま勅医碗氏殊病醒戸寒極凍.中綿己発動こよる｢席厚

顔o)斉藤癖礎につし､て.親し､て釧糊塵･J願.

看拝榊鱗生によるr野ガー}相野tlL如､.牌演内藤動産)

中音苑動i-.勧学番頭郵象や病気の成り立ちなど.森組な

間誰を,%まえながら.細舟甘生新線二つし､てf,詳しくお寄しト

下さし増し打線二線半で.稀亀を選者に省けもべきかどうカ､

とし､;戒に/:lL､て､先生の搬-(.頁響ガ姿勢がうかがえ､あら

7'-b7掻額と尊敬の念を深<しまし7-A

ここtて講演内容をご紹介しますが､ i,う病気の轟け知ってる

とおJlLカカオ. ,忙しくて雀部読む解が甘し､とあっし灯る方.

塊孝だけてb読ん7下さし､.病気と碗おうという静知欄が

わし､てきます.
-　7　-



-釧岸地区医療卦窮余

膠原病の諸席と療養詣客について
勅封あ払曙氏卿碇内科也虜

中井秀凍己丹生
■　一　　･一･･二~ ･ ･･･　　　　　　　　　　　　　　　一　　一･~-ll一･一･一･･ ･　　　　一･･ ･････ ･　二二_ ･  ･･･ ■

ほじd)Lこ. ･

患者本/しか出物升にと1て侵僻病ヒし･うC)id.普

だまだなじみC7,斉し腐気と思r)折ますの7.簡単耳病気の親疎

から入ってし､きたし､ヒ思し､ますo

腸席病o)｢席.とし弓釦ま.むのをくっつけろ土カウヒし､う

意味て･す, /く周の体胡麻静をっtd:<燦割をする煮給淘線の中二

雁原,線I#が歌って(家71Llうと.壁とガ華の躍動) ,これボ病

気の主な場所て･ある.tL､うことから.僑厚病ヒし巧易払ヾつし,

てし､ます. ( l碑2年.アメりタのクレンペラーとLlう病理尊

者がつけた｡)

く勝原病の種顛)
r私は解原病とし､わかT-Jヒし､う方がし､ますが..噺とし､

うcnま病気の名前て-LまfJ.T<.食事挽7･あって易廟にはLlろしゝ

ろな病気が動ノます.

o　全身性工りラマトーiL宍(SLE)

②　りウマチ熱

◎腰椎関節りウマチ(RA)

@　勿乾性動解炎rpN.)

⑧殆発煙崩炎(虐凍組8 -



⑥　旗皮在(pss)

①-⑥を鷹薪して御とし､ってし､為｡この内cnどれ

が.ということによってテ勧誘･廃艶話･予後Z:fビ

が適ってきま乳

以上ch頒ほ朝敵鰍あって､戎私ま占疾病プラスさy1

7. /2の顔蒲を兼称して腸葬稀と好ん了し.ます｡

く腰香南の共通の所見)

の　病気の原因が番嘱て･あ為. (りウマチ熱を除く)

◎　在動観て(ヴoo/a)せ塵t-jPL､. (PNを除く)

厳症する孝齢は20才媛ヰダら舶勃憲ま71 (,99 Ll ｡

③　原軒不明の潜熱(800/.)

血液強をァL=ト音動白亀頭､ cRPな-ピが異常夜応牽赤

字｡

+

@　経過が瀞経て.喪<なったJ)恩くfJっ7-J周る｡

⑧　ステロイドホルモン劇を腰う二と仁より.疲粟摘新ロすト

為｡

く脚0億床症潅) ･#･表(lj:mペ:))参照

(僑原宿の名疾患(sLE終( )につし､17衝動二親明します.)

①リウマチ熱～甚倒鰍-JJ＼児に率い｡

㊨修嘩弼節りウマチ～関節が諦み.腫れて.変形して<

る病気.

9　-



･#

1. ==;.ここ

21､吉子

腰上戻輔を疑うべき臨床症状亨洋

間不明の発熱(FUO)
rL';)な再発侶三の皮フ発ブタ

恒三多発関節炎
性の脚暇｣7♭崩炎
肺炎

ilL]j篠心内畷炎rに要員似した症状

るいは再発性)

こ不,EL:

731.TL∵･..｢∴. ~J

軟析泣叫三､去年脈炎､肺炎､
リンパ捕享識増こも.I.､ -,糸充たで;そこだ炎を示す所見

Jl

③　タタ動笠財綾′､-,優雅の炎症で鯛のどこに-(･む症医か

出てくる.,中耳の男膳に39く発病.

@　タダ発煙紡炎γ解熱こ雄飛起こる. PL)くの藤倉孝茸

rの筋肉上物喚さて.痛み.腺か.莱

熱Iitと亦新るQ解綬¢堺降.穏壊!] /i-hと′

が醜l耳為｡

◎魔原産へ/月摘醗更くぼ為｡紳聞きとんど-3-カーあて､

張が確かてだんだん硬くなるo脅くほレイノ

-戎家を伴う. (7耕土孝確さに令､うと鳥,iE

血敏瑚完締レ宛先が白くなる.)

⑥　シいグレン塵候顔-非常にがんこな解節癌があろTこダ

にりウマチと閑建えらかやすいガ

:/i-グレンの虜創ま碑節の乗移火

摩れがない｡ロ牌<.涙が出つ
~　一一一一一　/0
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らし､など.外舟泌嬢が醇をされろ

病気.

㊦　MCTD (波蝕佳麗金紙碩病) -

腸舜病( sLEや腰康彦7J:どの)が食わさ

っていろよ})ガ病気て･ _濠薙淀E]されてし､

る.

くSLEについて〉

全身性エリトマトーデス(SLE)診断の手引き

l　　主　I tt

l　耕iFIIUit頒空7恵三別)頬骨5-;および. JL梁上まf=はそれらいずれかの桝杜のJt平または托Ji:性のLf手んtk虹BZ

(一能ぐもJ:い)_

ヱ　円拐歌書まa(d･SCDId聖)古井性熊★tt始JFおよび毛暮性角Bを伴う比耶性N一起捜叫(古い■*軒にはtJH■

dEが生デるqL合がある,来た+件のどこの琳分Iこも存在すもL

ミ　R叫naud現A　漕手の牡技監あるいIi盈錘による根鞍でLSめられたもの(事′創こLLされたとき白■色J:IJ書JE

色へのこ相性の色の■化btあるゝ
･L　根毛　e書の牡徒だあ机､はTE拝の肯書によって.大IかつjB連なitの吸汗が捷められももの.

i　光は過敏信　忠番のEE往巴あるいは匹拝の杜仲によっこ. El光に叫8するとJtrな皮FI反序が包められるもの｡

ち　口丘あるLIfよJLQ頚,ldl

T　女!;を†J'わない問的炎　ノE:の各に決の1 ･⊃以上W.7在す5変形のない早見あるいは多発ttの禾柵FRJFFL書.

.I) LI Ll dL

b)だ　　df

e)ヰ貯留あ5いぼⅧ節用蘭倣糾史的の即王(ここでいう未練何軒とは足.足甘,札Jk. 1;札手書.中寺

骨. Itt.退位相計珊および下耶欄計であるo
a　次のうち81b'のいf九か.あるいは両手のあるもの

a) Jb捕丸く明らか/.LL杓m炎による沸みの鼓稚巴のあるもの.あるいはfE13によりJIJkされたJ7+書のあももの

またはXfI写暮Qtで.斡ZA妃fTと冶JP軒の両手が臨められるもの)

b)心2史(A:･t8または心耳経書によってq捺されるものL

良　次のうちa) ら)のいr九か.あるいは再書のあるもの

a)fA　幹　■

b) &r　才4珪および聖和が帝国ではなくて. JB書のJE牲eEかまたは石Bのtt書にJ=.9てftEtされももの.

rL　枠*節　t

TC LE斗拍　-枚的L=利〇された方.王で. 2つ以上のJt聖的LE洩櫓が1囲みられるか. 1つのLEa抱が2匝以上

みられるもの.

日･別れ=わ(=も稚4血･■反応の生trJ牛的払fA仕　り･Jセルマン反応(Wt払含席拓)その他の▲汁事的方法で.少

なくとも6カ月以上梢書dJ*反応が特性であることがLPめられるもQ). T=1=lL.生ね事的A4位であることが

TPHAで叶軽さ九ももの.

日　大+のタンバク弁lEi3.58以上

i 3･ NhtL円tl at血EI.ヘモグE3ビン. q粒状,岸■f上皮tI円蛙のおのおの.あるいはそれらのiI舎也のt,め

かfBJ)られるt.の.

日　次のうちlつ.あるいはそれ以上あるt.の.

書)FfdLtlrJL

b)白JLtIJl少4.抑/J以下の白血坪Bが2掬以上鞍められるもの.
C ) &tIJt少100. 000/J以下Q)也叫It

(JHの暮gL)

暮■★BI l～川の各甥8のうち, lqp以上を1たすtの.

ヱktい胡1-11の与778のうち. 34Bを粥たすもの.

//
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くう古顔) (圭としてSLEに対して)

病気の原flが不明ガのて･ ､都捧棺だ覇療動孝雄正されてし､な

し､が言軌ヾ研究され楚歩した轟発として,花で率は確実lて

イ軒下している｡ (Jt卑生存率. 20茸前dO･/A ､現在960/o)

の　ステロイド井jLモ-/剤～主流となってししろ.

@　済英銀痛刺　～摩症の燭倉.摩周.

②　免務抑勘刺　-ノステロイドが効かなし､燭合､またJ婚｣

イ乍用が強t,､虜合材更乱

◆病気の成り立ち◆

人間の身体に甘外灯ら入ってきた病原敵と半対して

自動ことヶてよし,ものかどうかをチェヅケす為授乳をもっ

てし､為f,のい)-/バ頭)がある.この働きが正常の藤倉.

たとえば.インフノレエフすねウイル,スが体内に入ってくる

ヒL) /パ頭がチェックし､インフルエー/サわウイノレスL壊

して旅体(各自努)とし､うものを作為｡このことによ17

インフノレエソザtcnウイ/レスに凄f除されろeこの節碑疲応Lを

免夜とし＼う3ニのり-/パ虎の働きが障質され7'二′終発ヒして

腐原宿力憐疫すかt,考えられてし､為.

ステロイド/ホルモン剤､死顔翻り剤は.疎音されたりンパ疎

の働さを加える71:めの案で承って.碑さを動二度す煮味て腰用

-　/2　-



されてし､るbのでtJガし､0)で.僻轄tf産婦て･LgJ.'し､.しかし.

壕魂の炎症を抑える寮は頒和輝号近し濁蘇t,し､うことt九､

える.

盈を的t =膵癌約二食わせて腰うoイ更確m田老となるC7)甘

i,/-C,1威新､紬だけ酵質されていろがとeうこと.その-膚が

撃終審</1鷹取乞一うむ{_ ,1(′謀廟芭神経障害冊し､yVu. /輯争.-ill.

れノ照射',tI七hJ豆砧嵩賓ガとし､うこと∴据t :/じ膿,胸頗私

(痛軒血液縦拍承籍t:.よ1て求ま為.素の減らし動,31蔚

･確度がある｡

◎ステロイドれレモア削切紬乍用

o　ム-/フェイス〔譲月戚軌訂､う)

◎ .暦潔癖

(3)貰浅癌

@　感東(絶て仔細蛋系.尿路系)

⑤　副腎成績僻身

iてLYに瑳害してし､て'イGT,-rJ､あr,告減錐宴嘉豪に諸事読,)に

勤ノ､新作酢捕れゝ動-i- JL,).勝手仁東の壕を蘇らし7-J)せる

､畑二,l･JL ,目顔筑(7,'褒化をまね<こと,があ乳あ発t:劇作脚を

I- -I,: ～/声某lt　孝ヒ殖噂教求めなしγ抑ま甘らなし､,

ノ1東新鋤着育､角華族租痛言り撃て( ,耳LF,守.牽産経でむ

棚､献';ii揮レ偏る/i/;3飢J,あニノノけ子.自覚顔だけで判断しZfL＼

/3　---
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ことが六七か.

く生渚結審)

①薯は琴師現品和むヒL-: ｡

②　妾務賓

産油二よ-,て適って<為が.医師面~轟/1W元仁方懲

り茄天さ什アし､るo解し､スカで｣./砕;工尊家E'/そのま

ま親日て研碍窟なし｡ _fi一審に/つしてL-A l内鉾効勧ま髪

③　贈鷹67音

二郎をど/j防ぐガか顔筑の菌歴防止へ′フZJが為｡

¢　EjT光〔SLEの虜倉.孝和こ脅し､ )

@　務ガ･適労

o　ぅ妊娠▲出産

牽輝甲は孜をするニL,.がcJ紺が､.i!J産後.増産号

為ことが和しL_轡顧客.中断経路,gが須こ,ステ

ロイド動ヅ賢G)虜倉に戊T,rjS_:なし瀬､ ′薦啓7<次に比べ

ると贋鐸出産(凍産･原産)拍動∴ステロイド泉

( ､よる併称払よ少塁審法の虜/倉持/じ適己TdIL,.凝姫t言L

内科と′酎ヰヒOT)共同cT)威済新路系GW-己に.励垂給卜

鰭赦.出慶をさせろ菟設武膚えてし㌧為.

④　薬物アレルギーー

聯病選者の由Qji仏て配られる.風邪泉痛み止め
-一一-　/Lf　---



統生物軌ボ櫛を動ナ九､篭麻紀からもらうこと｡

⑤慮発症.書簡ま動1為,,

やむを得なし､虜合は自席t7)病気を姦し.ノ鹿骨に行Jう.

⑤　寅冷

体全体を醸かくしてし､るこ{/が大宅刀,

仁,くL.占原田を日暮生霧の中て.弟を′フ!, Tてし､為YJ.病気の,@

化を予断%･ことができると思うQ

くまとg)として)

私が離帝になった風ま.唐風こ贋原燕とし･うことを言ってtま

し叫なし､とししわれてし一首し7二｡

考＼は′]/､なくとも私しま病,%を翻本人に葛廿7Llますし.班

上のような痛如諮輝宜し.ま行頼漆締乳二つし､て乙.顔

の一軌こ′札＼ても超しますqこのことがよし､かどうか甘それ-す

れの郡市の剤動こよるむのと思し､ますが.私は多くの患為と摩

してきた甲で断､醇(-Jd巽東を伝え机細ほならなし､だろうヒ

誓ってし､書且素案を伝えろことL二よ1て.その人f)qキ1てし､

ゐ大きなハンディ･年々＼/プを-,鰍-jjって乗り湛えてし､く磯t

合をできろ7'三日輝く渚T,jdl再伸乱､LITJ:し､.

麹柄t-Jfっ告とLLうこt/71.落ち姓ん7･tしまう人がLtまTq.

しかし. -定の期間示過ぎ加.患動痛風を猪ちながらb確
/5
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めではなし､.むつと腐極細こ病気を受け入れろ(愛息)とし､う

吠矧成すなりま乳

それから　病気を背負し＼ながらLlJ自弁の人生をどう隻きろカこ

承蕃泉に過ご零かとし､う段階l-Ji-ってLLIJ<ま乳その時にJJ.

遼風拍動八て烏有<　家族.匡氾席豹の仲間7tfビt二顔まさ

かて稀風と解ってし､きま乳

直深磯節ク癌冷感む､選者ガ少しIr.む一軍く耗貧を克服できろ

ようにと煮えてし､那甘し†拙まなt=ブZJL､ヒ漂ってし､ろTI_めに鬼

ほ病気のことノを患動て話します(,私印鰍,Jl.話すことLてよ

･つて.それ吋こきガタメ-- I)Lこな--,て患者が録安. -rJ:どとこし､う

こヒしまありません.かえって,早く病気を愛宕ん∴療衡翫こ生

きてし､･<とし＼/ラ/3､うに/a:為の一子Lまと思-ノてLlます.でき為照り

二の病気に研為和親を粛′つてし､たたしきrJLL､と思ってし､ます.

しかし.二の粛-/fやり勤まあく_まて描7,分tn考えかPL)方

であ′)て.全ての先射,JBてはまるこじとは思ってし､,rdlLlがt▲

碁本館に且燕乳を,者象LtZJがt'､できる酔)病気･%牽くしガ

レ-そ∴それて.･し碇か=)/*気のことだ11L二百舶人生を賭けるの

でしまな･< ､でされ離中硬くこの病気tィ寸き令㌦､ながら,白倉o)

本来の人生を年子､L/と過ごしてほしし､tl思ってLLます

- /6　-



☆ノ560.2./'9 (I:i:)

牽密使菌穴勝野的餅で薫据C7,,.韓比価'/,･錐拝信メ顔中

(,'.L'･丁こき古くSll_ど)を新聞.

駿葦!7'一柳二.御願骨を%/I,/7年∴二ク1蹄は人工僻頭.考＼臥左

犬潔骨L二檎倉の骨を考♂まま躍′つて季節をするとし､ウニと7L J-

入院したが..碑衡鋤き果.勅書lJ/(工骨頭の方が像し､t_言わ

れ警者中と,hニrJ ,斉側聞拙まと.席あbtJ( ､耳八LままT-:

戴頒し7-hL磯子.霜風ま.､その日両和-:TLt孝子を見ろこ

とて腰媛流産.

こく/1 r3. A ･ Sさん粟,6大腰か凍tJ-L須1て勅･離統して､

プ柑テf,郵歴rd.1一極て魔手/,/P囲-:7確を受芽飢レントゲ磯-の

解凍.讃禾硬骨頭動と診断され＼務.孝術が決まるC

ト

かS60.3./2hLi)

昨耳gFhlり厚生席軌二人姥軒7･.何賓か訪ねてLlるY ,

NさんrSLE)を5ケ月ぶりに訪問.

その胤槻青果が′鋤'fJ:か夜くならす､プL,ドニンを50

仰ぎまて婚風脚h79をけ月ぐらしソ飲ん7･凍あま35Fn9･･ 2

月23日に詣間した碑は升海中1t.土-日雇飢まよ<姉自して

し､為とのこと｡

- [7



tl

前から電霧7兼敵を軌1てし､た年金のことこに1いて詔をす

る｡月郷ヒ診断され了このば21才の軽7.屠生動釦謹冊た

こ乙;･凋:.i,_　ま/-: Ll民年金TJ,軌埼頼よ､し､jjIJ薄｡納矩

撃上れ慮,,/-,)あたりが芽ぐ招覇が内科を受診してし､為との

二と言深夜.帝に･;lI水%77まってし､るo:)療賓客虹年金-(:･受給

一律/乱､がと~うカ零La謀､と‖あえす芹媒戸鯨再今断客間親を

F)Lニっってくること,と写る13

☆S60.3.I() (_1_)

外泊中U'YI J･吋んを白老に訪問凸パジ/-(,マ賓｡L-I)はや

Lまlj痢尿を虜てし､ろ蹄7)方か元気そうD

診断客用,1%･の二と′て･如体験を変えて霧を守7p ｡御免は-
' I-'ニ'､　‥　~･ .'  ･L　-‥,･7･.･-~:/ :一･7. .き紅:

窟疾患.及びそ叫鷺の蹄,S間)になってし､るo

勿鰍.御用とし＼うcjl,描く･異常のある香関＼けすべて

諸学しなし暦勧まその把の摩賓のとこ77に記入してbJ)うよ

う説孔子(h燦.全国腸呼病友繊酎子cV.曙原｣ 3考の『

借欄と毅彦輝酵cDとし､う席1を参照C　身給できるかて･きね-

し湘ま別として､磯原病患者ヒして診断書を輩出すみことが

香草T壬と,雷うと説明o診断者はあくま7乙鹿掌が虜くむのて･

あり､あまり略に二7-Ih 1て神経質L-Jfら机.ように助言.

- I8　-



今軌ゴ勿d)て合葬宅を訪問しました｡その時に. Y･ Nさん

のことをとて(,よと気準ってし､砧母親こお合し､することがて

さまL r-"優しし､お葛様の為にも.早く克知こなって安ILltさせ

てあげて下さLl.

束冬の寒さと大敵こ.者14.の厳しさも加わって. 3回の訪問

缶錬しガ載せろことができません77. Lγこ｡て･描己鉾を審さなが

ら.とてむ奮要な円各であることに気付さまし7こ｡

ひとつは.刃離閣嘘死につし､て.むうひとつは勿乱年金

のニヒ7･すb私がK･ Tさんを弱網して感じたことば.私自身

そうLl.う病気があることは却ってLtますが.宮降それが手術と

なると.どうし､う内容なのか全く知親船し､のです.っ<づ<

磨滅不足･7･あることを痛辞しれた. =省からvl鰍

b選軒澱疋け々伸さ7,_し､ヒ思し､ます.

年金につし､て壱耳が,これ加乍耳の鮒解合の蕗の耗総て

む諌産のひヒnヒして挙げられてし､まし7こB私がY･付さんに

｢腸輝瀬患者ヒして診断番を礎出す為ことが餐窄T-: ｣と首っT-I

鋸3.頚旋ある粛輝､易酎確を触El者としてLL為酵各年

金の煮え方t -h Jj/Lてむ内部夜鷹7ある脚にもE]を和イて

tJらう7-Rです.と同痢二､.gc肴白身がSLE単線では外か

a LかZJL～とし､う,驚い赴みを槍ててほしし､のぞ･甘.

そo)為にも.これから勉強会を網し､7-J).磯節織を通じてお

伝れてゆさたし､ヒ思ってし､雀可.そして. cfl)勿くの皆さん
19　-
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に希望のbてる朝日を見つける為のひとつ6時拷となれ嘩し､7･す

I-丸裸兜区NO. 1-

ワ▼ ‖]20日(a)北海遷難病セ-/タ-におして.乱伐j是正の新勾

金を行し､ましア二｡丸裸杷正の毎月C7)庚まりも費ね7いて.中井

発覚を迎え44･,%の勧ロでした.来し唱水練し.てLLTこことと､婆

日0小雪きしりの東條二見稀がlLi配されましたれ皆さん.元

気な顔を兄でてくれ才し7'-_ ｡

菜種の｢来年b又.この席て･合えTtと喜べるよう_ -卑7･克

て過ごしましょう｡｣とLt,う言葉の後.乾杯%L,て強まり召し'7-～

そして蘭を囲ん千･自己紹介申請まで賑やかに錦岡を忘れて週

ごしまし7,"風刺-JJ.歴病姪が傑作し7-_ピラ冴.｢病気とっ勘こ

生きろ｣ 〔免夜疾浩)を見て解教とTJ:I)ました.

⑳二のビデかIi.如嫁として美辞象印,lLLl ,J緑軌,t柳し乱た

～丸輝北区　NO.2 -

V▼3月?EL 10日の2日間.北海感知病JC-'夕一にて2回E]GT/

者のチャリティバザーが開かれ壬LT二･

友の金より.前日の務廟から3El間に頒/7.西本恭子さん

山鵬さんのお2人L-譲寺格し､として和してし､たださまLた
20 : ~~~~~



壕様.お身体句風飢卿ですが｡

今臥春切チ々りティバザーに初めてお耳イえいさせてし､

T,J,:きました｡私は衣料の販売で.新顔､離.壱者.ベビ

ー何晶､々の佃etc.葛藤とし.ゥてる!. 2匠1位しカ＼着

てし､なし､もの.まf-:ま7-:着られるtJのが7こくさんありまし

畑鹿終飢まお客様との務しノ合＼Llで値下げし7-Jj小｡ある

お客様は卑し､カ＼らと. 79<寄付して下さっ7二才わあL)まL

T-"ボール嵐二買って下さっT-Sにむ驚きましたえ･･ .

圧L人の者膏が.こんなにたくさんのpPo物こなり届きま

した･そしてLお買上げありがとう=:ざし､iL/7こ.

みんなのカを合わせると大き,fJt)のになります.又.釆

卑むrみんなの紛.0. 7･廟破りましょうネ･ I ･

--1　乱伐市　山田.恭子
ん

今臥勿めてヰノマりティjiL･軒のお客依し､をしたれ17

号が.勉にヒって雅原稀笈の′会淑升05虜-の方々.寮筑街の

方々とEJ腐官有ことがて守. Y,てむ斉しLt3E周でLTこ.

バザー7:ftf蹄の孝園発火外にやった孝が奮し､のて･.乗し

みが]i面.私て励二五っのか不安むありました.私産の:担

勤ま衣終LZ七たが､パtjf-一･ F El日の人G)Pyj Lてビtyクリ.

その上､テレビヵメラまで付し､てさて.腐ってt'し､IjtL､の
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～

ド/S.わオ上がってしまし､ました.私が嬉しかったのは.逮

って決めかねてし,るお客さんに声をかけろt:.気荷よく解

し-てくれ71-JJ ､宏孝二こて買ったとし､うワンノt:0-スを.令

孝義て寒々見せてくれたお客さんがし､たことなのて･乳そ

れて､二のパーサ.I-を楽しみ仁してくれてLlる大建pLl.窓外

に動.､仇にもびっくりしまし7てd凍卑f).ヌ凍てくれると

言って帰って行った人達[=合うた紬二む.針二お桑疾し､fこ

あがりたして.す.

--一一･一･-･丸幌序　酉本　恭子

--3主よIjヨ-;jLlニーJ守

L一三.=二_ -=._-.≡_二_I -i.~■=.=こ..I-=一二_　■ ~===-　t二二　　　一-I"1こ=ここ

. 1･{_I.･こ:.･亘_∴"/A

1,､1FJお堀書翫こ狛jal,I)がとうござLlます､今冬,I,)勘ま

脚fJひか酌二7己,鍬こ感動/ておりま風刺1.月出席

の病雀適しして-凱ノ終育o)励ま.休ます巨頭蘇って彪発して

し､ます｡

今勤ま中2です,また,よろしくお顔し､し､たしまTg.

斜里町　壱虜一丸嫁さん
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轡鯛解離の食総飢耕して′卜者チ鯛

去る4L月2旧(別初めて大陸で行なわ折-I,%'i倉に行ってきま

し7-"二組i去年の支柳魂で.木酢より統合を発動がトの

鰻て縛なってみてはとし､う掛動)努現Lfこもの千五

当日甘前一日+J歳を:ii雛る碑U府まじりC;1二和和ヾケ/のよ

ら.な斉動謹まれまし7二.孝和人数J200Laを越え.何番LT,]

超涛ガ足りなく狛).運びL赴きれる場面f)見られきし7-～.

活動経過鞭を!二鰭まL).沫革帯者.活動方針案.そ賓蒙ヒ続

チ.最後に私たちの啓空拳頑として. -

7.月卿o)B6]死所と-;酵溌棚卸と

2 ,月琴原節の御免と孝期柵確立

3.勝醐ヨ医･一軒覇碇の魂i建己置

y･.企画ブbヅクごとt僻シターの配澄

(綱許粕設置)　ト

∫.顔ベtA/ドの摩滅及び解岸

6.脚外の附帯医承知支給

7.医療費公費触暢顔港の拡大(シェーク'L, -/GEy(彩拝)

8･, j軒ヨ医･備産婦の増乳こよる紳輔専務･讃酵掩顔集塵の

二拡充

9.顔.各.マッサージ言美方秦など東洋産浮の酌和酸乾
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キー

釦を砿木し. /%瑚碑の別解を]乾廃

10.身障絡征法の拡大と難病患者(膠原病相席蕗才穿置物

二拡大

//. ,仰点者を含む内野輝害者o)質:妾鹿葺の拓充

/2働†現場腰痛患者の,直属躍進

/3　葦脚選者の公募任宅へC)像;Lii大塔

--以上を合興C),教子をもって演親しました｡

予後がめ侵医療講演､播輯発表と綾さ.部屋ごとに分が打て

医療柏畝斐満額謀が行なわれまL Tこ.聯軒兼謀軸内

各につし＼てLま｢月琴原.て.詳し<載ることと.CPuLし-ます｡

2年出席の樵衰動ノ.また初めて大陸7倒雀されろこと

もあ1て.前日cf明:孝を体//て孝卸した-抽1てすが伺分野

足りなさが残る‖ヨ7･ Lt-"名受部JQらの安群舞ガ溜八も出席

してし.ながら.ぜんぜん蕗し合1.＼榊つれなカ＼ったがら7･す

安帝咳余薮Gはうな牙痴ここたilろG)て･EiTJ-i(.虜まって簡単

zJ自己腐研＼と夜窮余一子･おゝっr-_ヒ思し･ます.鹿疎さi4て間むTJ:

し受静夜さんの牢にしま_雄雌やらさっぱりわがhfJL､まま･

戸惑ってし､ら),しゆる藤子々tた.

最衡こ,fりましたが.考､解合の牌励こW-JJ二者暮されまし

た関西ブ白､ソクの境線て深く感謝し､たします.

ありがとうござし､まLT子.

-　2年　-



事務局から⑩お知らせ

資ご希乱ただきました

・小野夕美子様

　　　

/ＱＱ∂∂円也

ありか七うごケいＪし几。

　

剥しく八会斗七方達で可．呵j

　

・僕琳ﾄｷ子お、にぼ．タＪ）

・干場弘美ｊ４，価乙E . 5,33)

・国下參久子fA. (SLE. S.2e)

・井上京子ｊえ，ぼZ｡£. S.27ﾘ

・内海厚子ｊ４ (SLE. S.2^り

2ぎ

？

｛



4，

゜9

・よ眉秀子

・森本祚T

･ん

　

び乙E. S.2￥）

ぎん(Ｓし己． S｡3引

，小林≒/子４（高安筋炎

呵任所変更

5｡凹

J:ろしくお願しヽし７こしまT″４ ｡

斗

・井上

　

痍ヌさん

・あ瀬弘愛 さん

・荒尾み々子ｓ

　

Ｑ●日瑠しにjｙ)いてまいりＪしたが.お元気？･お過ごしでしよヤ’(

　

こ(ﾌ浬.こＱ齢で･か七薦離れを浹恚し.転栖､､ヽだし1した．

　　

近くへいらした膠にば剤に彩勧は白厨ち申し上げ｀tま・．
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Jg物のL､LL､ちl銘/ぼL, ～で甘.

丸ま,てLLT-凍tpがピソと伸び為ようl二.気拷L=叩与

I.)が出てさたこの痢軌三･たまってし.た棒妬乳､Jf'ボ

て出しきってみT=L､のが.私の本番て寸｡て乙現風塵

LL､て.すね.

新婚o)ニセコで､今まで以上に親しくな押-識者LL､

ヒ思し､ます｡すべてて･LJZJ<てむ.ほんのちょっぴIJの

本肴をお粥かピ下さし､ ･

総合の日ま･Z.胸を摩え･元気な顔でお逢し､しまLよ

27　-



I

:∴ニー

難病センターは､このようにご利用いただけます

サ

■

相牧圭-医療･福祉制度･年金･福祉息

器･法律などの相談と7ドバイ

ス｡喝話･手紙･ご来所,いっ

てもどうぞ｡ (毎週月綴目～金

曜日/午前10時～午後5時)

食傷恵一患者会･障害者団体などの会議
･講演会･研渉会などにどう

ぞ｡ビデオ,スライド,OH戸,

映写機,録音横など,各種設備

を用者してあります｡

宿泊恵一一人院枯ら,通院,お見舞いなど,

患者･ご家族の方々や愚老会な

どの会合.研修会などにご利用

いただけます｡

海藻エキス配合

定員16人/和室(4)･洋室

(1)

安全投純一あらゆる甘樽に備え,万全の

設備を備えています｡安心して

ご利用下さい｡

その他-福祉携器の展示.胡乱愚者全

紙動のための印刷設胎などご利

用いただけます｡

朋棺8-1月7日から12月27日まで(臥

時休館日があります)0

利用時間は午前9時～午後9時

(会議室)
一般の方もご利用下さいいo　　　/r

美泉クエレムajヤ2)

蔓;蓋憲…左芸,it言霊漂三言言T?oE合で-毛-やかに株ら･ ≦

B

i

B

妻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

妻●フトカニ三をとり, L-とりした雛カ､な洗い上),{･･鵬後のお手入れ妻～

妻　が帆ボディシャンプぺもtk-kますo　　　　　　　字くチュ-7'入り180g　700円を650円で坂,Iif) ※ 1本につき100円が友の会のi

蔓l利-〔｡ますo　　柵　　　　　　　　毒

】

…

;

!

≦

召

妻
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綴美人　　　全国捗原病友の会北海道支部
縮;ll三-Lt7lf者　′i＼寺子朗

母06tl札幌市中央区南4条西ltlT目

北海道難病センタ-内　√(011) 512-3233
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